
                          

 平素は、ＪＡ事業に格別なるご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 令和８年産水稲については、４月中旬頃より田植えが開始され、こちらの便りがお手元

に届く頃には、大半の方が田植えを終えられた事かと思います。田植え後は、大きな被害

なく概ね順調に生育しているように感じられます。 

 また５月は柿・みかんの開花期となります。体調にはお気をつけて作業をお願いいたし

ます。 

 

水稲  雑草防除       

 初・中期一発の除草剤を使用後、雑草が残っている圃場では下記薬剤を参考に、中期防除に努め

てください。 

 

〇ツイゲキ豆つぶ⇒移植後１４日～ノビエ４葉期（収穫６０日前まで） 250ｇ/１０a  

〇クリンチャージャンボ⇒移植後７日～ノビエ４葉期（収穫 30日前まで） ２０パック/１０ａ 

※上記記載の適用雑草名、使用時期等は登録内容の一部抜粋です。 

 

水管理  

田植え後３０日を目安に溝切りの実施。 

無効分げつをなくす為に中干しを行います。中干しは田植え後、 

４０～５０日頃を目安に５～７日程度、実施してください。 

（田面に小さな亀裂が生じ、軽く足跡が付く程度）中干し後は、間断潅水にします。 

果樹 管理 

 かき ・みかん 5月の防除剤  

今年も、開花期に散見される害虫対策として、適期防除に努めましょう。 

 柿  ５月中旬防除（開花初期） 

うどんこ病・落葉病      ストロビードライフロアブル ３，０００倍 

チャノキイロアザミウマ    アクタラ顆粒水溶剤     ２，０００倍 

みかん ５月中下旬（満開期） 

灰色カビ・そうか病・黒点病  フロンサイドＳＣ      ２，０００倍 

チャノホコリダニ・訪花害虫  テッパン液剤        ２，０００倍 

 

～ 中東情勢による農業資材への影響について（お知らせ） ～ 

 昨今の中東情勢に伴う燃料情勢の不透明化や物流コスト、各資材の価格高騰によりＪＡで取り 

扱う肥料・農薬・生産資材も価格上昇や在庫不足等の影響が出始めています。 

 このような状況の中ですが資材の集約発注により在庫確保に努める為、各注文書はなるべく早く 

提出いただきますようご協力ください。 

 また、昨今の情勢により資材の急な価格改定や納品遅れ、ご注文いただいても欠品して 

しまう可能性もございますので、ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 

  肥料・農薬など栽培に関するお問い合わせは 

多気営農センター ３９－３１５０ まで 担当の営農指導員が対応致します。 

令和８年多気営農センターたより 




